
【陸上競技】 

 〔男子〕 -男子総合 県大会 第4位 チーム新記録- 

          鈴木 惺太 優４勝 ［東北大会出場］ 

          鈴木 惺太 第4位 ［東北大会出場］ 

          髙城 一陽 優４勝 ［東北大会出場］ 

          髙泉 温帆 第3位 ［東北大会出場］ 

          髙西 陽生 第8位 

          後藤 樹生 第8位 

 〔女子〕 走り幅跳び 原 姫羽 第8位 

【ソフトボール】 ● 仙台東 ２ 対 15 佐沼 

【サッカー】 

 ○ 仙台東 4 対 ０  仙台高専名取 

 ● 仙台東 ０ 対 ７  東北学院 

【ラグビー】 合同チームで出場しました  ※予選大会ベスト４ 

            ● 仙台東等 15 対 40 仙台 

            ○ 仙台東等 27 対 ２１ 石巻 

            ● 仙台東等 １０ 対 ３１ 白石工  

【ソフトテニス男子】 

 〔団体〕      ○ 仙台東 ３ 対 ０ 仙台 

            ● 仙台東 1 対 2 佐沼 

 〔個人〕 羽生・守ペア  

        -ベスト３２- 

                            

【ソフトテニス女子】  

 〔団体〕       ○ 仙台東 ２ 対 １ 石巻商・石巻工・岩ヶ崎 

            ● 仙台東 1 対 2 利府 

 〔個人〕 大槻・真島ペア ２回戦敗退 

       足立・相澤ペア １回戦敗退 

【ハンドボール男子】 

       ○ 仙台東 2９ 対 ２１ 仙台向山 

       ● 仙台東 25 対 36 古川工業 

【ハンドボール女子】  -県大会第３位- 

       ○ 仙台東 不戦勝 

       ○ 仙台東 ４１ 対 １０ 宮城第一 

       ● 仙台東 １１ 対 １８ 仙台商業 

【バスケットボール男子】  -県大会ベスト１６- 

       ○ 仙台東 111 対 ４１ 古川黎明 

       ○ 仙台東 ６１ 対 46 名取北 

       ● 仙台東 53 対 65 仙台 

【バスケットボール女子】 〔仙塩地区予選会〕 

 ○ 仙台東 ６６ 対 ６４ 泉松陵 

 ● 仙台東 39 対 １００ 仙台南 ● 仙台東 5１ 対 ７２ 仙台西 

【バレーボール男子】  1回戦 ● 仙台東 ０ 対 ２ 気仙沼 

【バレーボール女子】  1回戦 ● 仙台東 ０ 対 ２ 仙台三桜 

 今年度の高校総体は，３月に起きた福島県沖地震の影響で会場や期日が変更となり，コロ
ナ禍で選手の調整も難しい中でしたが，各競技で素晴らしい活躍がみられました。 

令和４年７月１３日発行 

   高校総体で輝く青春の軌跡！５月下旬～6月下旬 

令和４年度 宮城県高校総体 主な結果 
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【バドミントン男子】 

 〔ダブルス〕 伊藤・松田 2回戦進出  / 佐藤･笹山 2回戦進出 

          渡邉･堀ノ内 初戦敗退 / 長田・相澤 初戦敗退  

 〔シングルス〕  笹山・松田・渡邉・鎌田 初戦敗退  

  〔学校対抗戦〕 1回戦 ○ 仙台東 3 対 1 古川黎明 

           2回戦 ● 仙台東 １ 対 ３ 石巻工 

【バドミントン女子】 

 〔ダブルス〕 吉永・松尾 2回戦進出  / 齋藤･武藤 2回戦進出 

          佐藤萌･大山 初戦敗退 / 永井・佐藤愛 初戦敗退  

 〔シングルス〕 松尾 2回戦進出 

           齋藤・吉永・佐藤萌 初戦敗退  

  〔団体〕 1回戦 ● 仙台東 １ 対 ３ 仙台三 

【テニス男子】 

 〔団体〕 1回戦 ○ 仙台東 ２ 対 １ 黒川 

       2回戦 ● 仙台東 ０ 対 ２ 東北学院 

 〔シングルス〕 鈴木 ４回戦進出 

           三浦・櫻井・阿部・竹内・中城 2回戦進出  

 〔ダブルス〕 三浦・櫻井 ３回戦進出  / 中城･竹内 2回戦進出 

          阿部･鈴木 初戦敗退  

【テニス女子】 

 〔団体〕 1回戦 ○ 仙台東 ２ 対 １ 泉 

       2回戦 ○ 仙台東 ２ 対 ０ 石巻 

       ３回戦 ● 仙台東 ０ 対 ２ 東陵 -県大会ベスト８-  

 〔シングルス〕 渡邊 -県大会ベスト１６- 

【卓球男子】 〔仙塩地区予選会〕 

 〔団体〕 1回戦 ○ 仙台東 ３ 対 １ 仙台南 

       2回戦 ● 仙台東 ０ 対 ３ 東北学院 

 〔個人〕 佐藤・中村（県大会出場）  ※県大会：1回戦敗退 

 〔ダブルス〕 予選敗退 

【卓球女子】 〔仙塩地区予選会〕 

 〔個人〕 沼田 1回戦敗退 

【剣道】 

 〔男子〕 団体 予選リーグ ● 仙台東 ０ 対 5 小牛田農林 

                   ● 仙台東 1 対 ３ 仙台二華 

 〔男子〕 個人 土田 ２回戦敗退 / 菅原 1回戦敗退 

 〔女子〕 個人 山本 ３回戦敗退 / 山田 1回戦敗退 

【水泳】 

 〔男子〕 個人   100m背泳ぎ 遠藤 第9位 

       リレー ４×100mフリーリレー （佐藤/唯野/高野/戸梶）     

                                                                       第13位 

 〔女子〕 個人 200mバタフライ 佐々木 第8位［東北大会出場］ 

  この他，硬式野球部の全国高等学校

野球選手権大会宮城大会が進行中で

す。 引き続き御声援をお願いします。 

混成八種 

1１0ＭＨ 

やり投げ 

三段跳び 

やり投げ 

砲丸投げ 

１５人制 １回戦 

 ７人制 １回戦 

      ２回戦 

１回戦 

２回戦 
○ ４ 対 ２ 東北のペア 

○ ４ 対 １ 佐沼のペア 

● ２ 対 ４ 東北学院のペア  

１回戦 

２回戦 

１回戦 

２回戦 

１回戦 
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３回戦 

１回戦 
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 英語科の１年生から３年生まで 

が国際文化講義室に一堂に会し， 

英語科での学びについて理解し合 

う重要な行事です。３年生は英語 

科の活動について，２年生は台湾 

オンライン交流についてそれぞれ 

発表し，１年生はクラス紹介を行 

いました。全て英語での発表です。

自らの活動をどのように英語で表 

現するかが問われます。真剣かつ 

楽しい表情が印象的でした。さら 

に，英語弁論大会出場者の発表も 

行い，英語科ならではの国際色豊 

かな時間となりました。 

期末考査までの主な予定 
７月１５日(金)～２２日(金) 三者面談期間 

  ２５日(月) 閉講式・大掃除 

  ２６日(火) 仙台東高校オープンキャンパス 

  ２６日(火)～８月１９日(金) 夏季休業期間 

８月２２日(月) 開講式・大掃除 

        通学マナーアップ(～２６日)  

９月 ２日(金)～３日(土) 東風祭〔文化祭〕 

         ※一般公開はありません 

   ６日(火) ３年生共通テスト説明会 

   ７日(水) ３年生推薦入試説明会 

   ８日(木) 生徒会役員選挙 

  １６日(金)～２２日(木) 前期期末考査 

朝読書の様子（2年生） 

 朝 読 書 ～全学年で実施～ 
 ７月４日（月）～15日（金）  

 仙台東高校では，期間を設定して朝読書を行っており

ます。今年度も２回目の時期を迎えました。教室では自

ら選んだ本を手にして静かに読み込む姿が見られます。

読書をとおして新しい知識や教養を身につけ，さらに感

性を磨いてほしいと期待しています。 

第1回英語科ＬＨＲ 
 ７月７日（木）  

第２２回高校生日本語弁論大会宮城県代表選考会 
～３学年 梁 競元（リャン チンゲン）さんが第２位優秀賞を受賞～ ６月１０日（金）  

 この大会は，日本で生活している留学生や日本語を母語としていない生徒等が，日本での生活や交流を通して感

じた日本の社会や文化に関する主張を日本語で発表することによって，多文化共生のための相互理解を深めること

を目的とするものです。素晴らしい内容の発表を今回は本人の了承をいただきましたので皆様に御紹介します。 

ＡＬＴあいさつ 

各学年の発表より 

「壁」 

 その「壁」に気付かされたのは，日本に来て半年後の給食の時間でした。デザートはリンゴ，皮を剥いていない一切れのリ

ンゴでした。中国ではリンゴを手掴みで食べるのは普通なので，私も自然に手掴みで食べていました。ところが，向こうの席

にいた同級生二人はまるで見世物を見る眼差しで私を見つめ，密かに笑ったように見えました。私が強い戸惑いを感じて「ど

うしたの？」と聞くと，軽い調子で｢ごめん，なんでもないって｣と，言葉を返してきました。私はその時，馬鹿にされのだと

思いました。リンゴを手掴みで食べることに罪悪感さえ感じてしまいました。｢リンゴを手掴みで食べるって，そんなに変なこ

と？｣「私は何か悪いことをやっていたの？」そんな疑問が，胸を刺してくるのも感じました。たかがリンゴの食べ方，されど

リンゴの食べ方。同級生２人と私の間に，見えないけれど，それはそれは高い壁がそびえ立っていました。以前，ある本で

「最も人が傷つくのは理解できないことではなく，理解しようともしないことだ｡」という文を読みました。私は，日本は中国

よりもグローバル化が進んでいる先進国で，国民も必ずもっと積極的に他の文化を理解しようとしていると思っていました。

しかし，リンゴの一件でそうではないと感じました。私は悲しくて，残念な気持ちになりました。 

 ところが，あとで落ち着いて考えてみると，自分も｢壁｣を作っていた一人である事に気づいたのです。例えば，涙を流しな

がら子供を大学に送る母親の姿。多くの日本人には，その涙は間違いなく子供への心配，離れる寂しさからこぼれたものと映

ります。しかし，中国人から見ると，それは子供の成長を喜び，誇りを感じた事による歓喜の涙なのです。つまり，同じ物事

でも違う文化を持つ人が解釈すると，全く違う意味になるのです。私は，日本人の視点に立つこともなく，自分の持つ文化だ

けを中心にして過ごしていた自分自身も，壁を作っていたのだということに気がついたのです。この気づきを得てから私は自

らの文化，他人の文化を尊重しつつ，一体どうやったらその「壁」を取り除くことができるかを考えるようになりました。た

どり着いた答えは異文化に対する理解の成熟です。自分のものとは異なる文化を理解することで自国の文化を再認識する。再 

認識することで，より深く異文化を受け入れ，吸収することが，異文

化理解の基本であると思います。そしてさらに，私たちに求められる

のは，単なる「違い」を理解できる力ではなく，その「違い」を楽し

める力だと私は考えています。優れた違いを見出すことに努めながら

自分の考えと衝突する違いに対しても，無視したり，見下したりせず

に客観的に見て受け入れようと決めています。違いは悪いというわけ

ではない，むしろ私たちを成長させてくれる大切なものです。これを

胸に刻みつけた時こそ，「壁」をなくす第一歩を踏み出せるのだと私

は思っています。グローバル化が急速に進んでいる今でもまだ数えら

れないほどの「壁」が存在しています。しかも，その壁は人間や文化

の間にあるだけでなく，国と国，人種，民族，そして性別などにも根

深く残っています。もし，「壁」がないならば，この世界はどんな世

界になるでしょうか？何の差別も，対立もない，「精神的なボーダレ

ス」な世界が実現しないでしょうか。壁をなくすのは，理解を成熟さ

せようとする一人一人の心です。お互いがお互いの違いを認め，理解

しあえることのできる社会の実現こそ，真のグローバル化だと私は信

じ，行動して行きたいと強く思います。 


